
                                      １８２号 

 「これからの学び」デジタルの活用とリアルな体験                    

校長  田村 貴代美 

                                     コロナウイルスは社会生活に大混乱をもたらしまし 

                         ましたが、コロナ禍後はデジタルの活用が飛躍的に 

                                   進みました。店に行かずに商品が買え、現金よりも電 

                                   子マネーが台頭し、通信やコミュニケーション手段が 

                                   多様になりました。学校にも一人１台端末が導入され 

                                   初めはオンラインによる自宅学習が急がれましたが、 

                                   今では学びの可能性が大きく広がっています。 

                                    これまで学校でのＩＣＴ機器の活用は、モニターに映 

                                   し出し、見えやすく分かりやすい画像や映像を使った 

                                   授業が多く行われてきました。しかし、ＩＣＴ機器の実 

                                   力はこんなものではないのです。学び方そのものの変 

                                   革が始まっています。自分で学習の進め方を決め、 

                                   目標を設定し、疑問に思ったことや分かったことを随 

                                   時友達と話し合い、必要があれば教員に聞く。そんな 

                                   学び方です。そこには体験や経験に紐づけられた生

きた知識や技能へと結びつけていきます。つまり、ＩＣＴ機器を使って多くの情報を得るだけでなく、他者と関わ

ってその理解を深め、経験を伴って具体的に理解し身に付け、生かしていく力を付けていく学びです。多くの

大人が経験してきた「教えられて学ぶ」から「自ら学ぶ」へシフトチェンジしていきます。最近は学習用アプリも

様々なものが出てきました。しかし、学ぶことは“知る”だけでは不十分なのです。 

 昨年より早く、猛暑を通り越し酷暑がやってきました。生命の危険が迫る暑さです。少し前は日傘といえば日 

焼けを避ける女性が使用するイメージでしたが、最近は男女問わず日除けの傘をさしている姿をよく見ます。気 

候を知り、ＷＢＧＴとは何かを理解し、自分の健康や生命を守るための行動を起こす。生活に基づいた大事な

学びです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月１日（火） 
東京都立青峰学園校長 
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「切る・ちぎる」の活動では、個々の実態に応じて活
動に取り組み、みんなで笹と七夕飾りを作りました。   
図画工作のいろいろな作品を小学部の廊下で展示

しています。学校にお越しの際にはぜひ御覧ください。
（肢体不自由教育部門小学部２グループ【図画工作】より） 

「おりひめ」と「ひこぼし」が会えますように 
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